









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１９８９年 ２００５年 １９８９年 ２００５年
認定者数 ％ 認定者数 ％ 認定者数 ％ 認定者数 ％
千代田 ５１ １．２ １９８ ７．０ ２３ ０．９ ７６ ６．９
中 央 ５７３ １１．８ ６２０ １３．９ ２６５ １２．０ ２４３ １９．６
港 １０７０ １２．４ １２１８ ２２．１ ５１７ １３．８ ５３７ ３２．３
新 宿 １７３２ １２．３ １７０９ ２１．１ １０４１ １４．４ ８１８ ２７．８
文 京 ８４９ ９．０ ９６９ １４．６ ５２５ １１．０ ４３５ １９．９
台 東 ８３７ ９．２ １６３８ ２５．８ ５４３ １１．１ ７６８ ３２．５
墨 田 ２１５８ １６．６ ３２０７ ３５．４ １４４７ ２０．１ １４８４ ４０．２
江 東 ５３１５ ２０．８ ５１３１ ３０．８ ３２５４ ２５．２ ２４０２ ３６．３
品 川 ２９４０ １５．７ ３１７６ ２７．５ １８６８ ２０．４ １３６６ ３１．４
目 黒 ９３０ ８．０ ８９３ １０．５ ５７７ １７．８ ４５２ １６．０
太 田 ６４９６ １７．３ ８０５８ ２８．６ ３７８０ １９．３ ３４０２ ３２．６
世田谷 ３５０７ ９．１ ３９８９ １３．４ ２５６７ １３．３ １８７１ １９．２
渋 谷 ９８９ １０．９ １２１２ ２４．０ ５８７ １３．２ ５０４ ２９．３
中 野 ２７２８ １８．０ ２２３４ ２３．４ １３６４ １７．８ ９５８ ２６．９
杉 並 ２４４３ １０．０ ３７９１ ２１．９ １５６４ １２．４ １５６９ ２４．５
豊 島 １１２８ ９．８ １３８４ ２０．１ ７０１ ９．８ ６７６ ２６．４
北 ２６４３ １３．５ ３４５１ ３０．６ １９４０ １７．２ １５９５ ３４．８
荒 川 ２０４９ ２１．１ ２２９４ ３２．０ １３４３ ２７．１ １０６７ ３７．４
板 橋 ５７６０ １０．２ ７８１５ ３５．９ ３４９６ ２１．９ ３５７３ ４０．３
練 馬 ６３４０ １７．５ ８５７２ ２５．５ ３４６４ １７．９ ３８２０ ２９．０
足 立 ７７１９ １９．２ １３６３１ ４１．３ ５５９４ ２３．８ ６１４０ ４４．０
葛 飾 ５５７８ ２２．２ ６２８２ ２９．８ ３６７６ ２７．５ ３１２９ ３５．７
江戸川 ６６８５ １８．１ １１９８６ ３２．１ ４１４９ １８．１ ４８８９ ３４．９








































































































































































































































































































































































































































































































































































HOSEN COLLEGE OF CHILDHOOD EDUCATION Vol.1（Mar. 2010）
１０６
庁時とその子の定時制高校登校時が重なり、毎日の
ように顔を合わす。「１年早く全日制就学が認めら
れていたら」との思いが今も残っている。
２ 『平成１８年度版／保護の手引き』２００６、第一法規、
２９頁参照
３ 「生活保護世帯の高校進学状況調査にとりくんで」
垣内芳輝、『住民と自治』１９８０年７月号〔no.207〕
自治体研究社、『生活関係の形成』１９８７．１０勁草書房
所収
４ 「社会福祉主事と貧困克服の課題」拙、『生活力の形
成』１９８４．１０勁草書房
５ １９８１年１１月厚生省社会局長１２３号通知通知「生活保
護の適正実施について」
６ 「子ども・家族・貧困―社会階層と子どもの進路を
中心にして―」杉村宏、『生活関係の形成』１９８７．１０
勁草書房
７ 「生活形成への援助―公的扶助ケースワークの基礎
と応用―」拙１９８６．１１講演、『生活関係の形成』１９８７．１０
勁草書房
８ 「高校入学準備金制度をつくった福祉現場の力」拙、
『住民と自治』１９８７年８月号〔no.292〕自治体研究社
９ 「各地域情報特集」『江戸川区保護司会報』１９９２年９
月〔no.20〕
１０『まゆみ―非行少女と保護司の記録―』清川彩子〔猿
渡清子〕１９８５教育資料出版社
１１「この人に聞く、立ち直った少女『まゆみ』を出版」
『江戸川区保護司会報』１９９８年９月〔no.43〕
１２「崩れゆく家庭・地域と子どもたち」拙、『教育』１９８８
年１１月号〔no.501〕特集「今日の生活破壊と子ども・
学校」
１３「貧困を克服する教育―貧困の世代間継承はたち切
れる―」拙、『教育』１９９０年２月号〔no.518〕特集
「「豊かさ」の底辺」
１４『かげろうの家』横川和夫・保阪渉、１９９０．１１共同通
信社
１５「高校へ行けない子どもたち―低学力・不登校・非
行の克服―」コラム教育、拙『日本の学童保育』１９８９
年７月号〔no.167〕
１６「非行をした子どもたちと少年司法」加藤暢夫、『福
祉のひろば』１９９１年４月号
１７「高校へ行きたい」ＮＨＫ、１９９１年「ドキュメント」
放映
１８「都市の中の貧困問題を克服するために」拙、『福祉
展望』１９８９年秋号〔no.8〕、東京都社会福祉協議会
１９「繁栄の中の忘れ物」『産経新聞』下町版１９８９年１１月
８日、１５日
２０「こちら下町福祉事務所 春待ち中三勉強会」『サイ
ンズオブザタイムズ』１９９０年４月号〔no.89-4〕
２１『求められる子どもの生活環境への対応―ひとり暮
し児童問題研究報告―』厚生大臣への意見具申、全
国社会福祉協議会ひとり暮し児童問題研究会
１９９０．１０
２２「日経新聞」２００１年２月・連載「子どもたちは今―
増える一人暮らし児童」
２３「生活保護入門―貧困の世代間継承をたち切るため
に―」拙、『子どものための学校事務』１９９１年５月
号〔no.33〕
２４『生活困難層と子どもたち―貧困の中で子どもたち
はなぜ中ブラ・無職少年になるのか―』教育系学生
６４人の感想と意見 拙・１９９０．９自費出版
２５『求められる子どもの生活環境への対応―ひとり暮
し児童問題研究報告―』事例研究「最近のひとり暮
し児童の生活事例」
２６「養護施設入所児童等の高等学校への進学の実施に
ついて」「教護院入所児童の高等学校進学の取扱い
について」１９８９．４．．１０厚生省児童家庭局長通知 no
265-6、〃 7
２７ 第１０回社会保障審議会福祉部会生活保護のあり方に
関する専門委員会議事録 ２００４年４月２０日・議事録
はインターネットでの開示による
２８「福祉現場がつくった制度紹介・千葉県・母子家庭
等高校就学助成金」『公的扶助研究』１９９１年９－１０
月号〔no 145〕
２９「東京新聞」１９９４．９．２１
３０『母と子のくらしと児童扶養手当―児童扶養手当受
給世帯調査―』拙、２００６．４自費出版
生活困難な家庭の児童の学習支援はなぜ大切か
１０７
